
2017年 (平成29年 )3月 8日

日
本
人
に
多
い
響
同
濃
度
乳
房
」

が
ん
検
診

マ
ン
モ
に
限
界

女
性
が
か
か
る
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
乳
が
ん
。
早
期
発
見

の
カ
ギ
を
握
る
の
が
検
診
だ
が
、
国
が
４０
歳
以
上
の
女
性
に
す

す
め
る
乳
房
Ｘ
線
撮
影

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
だ
け
で
は
異

常
を
見
つ
け
に
く
い
。
乳
腺
の
密
度
が
高
い

「高
濃
度
乳
房
」

が
日
本
人
女
性
に
多
い
た
め
だ
。

エ
コ
ー
併
用

弱
点
補
う

川
崎
市

の
風
間
沙
織
さ
ん

（
５２
）
は
・０
年
以
上

マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
診
を
毎
年
受
け
て
い

た
。

「異
常
な
し
」
の
結
果
が

続
き
、
安
心
し
て
い
た
。

妹
が
乳
が
ん
に
な

っ
た
３
年

前
、
マ
ン
モ
と
超
音
波

（
エ
コ

ー
）
の
検
査
を
両
方
受
け
た
。

医
師
は
マ
ン
モ
の
画
像
を
見
て

「
こ
れ

で
は
よ
く
見
え
な
い

ね
」
。
エ
コ
ー
検
査
で
左
胸
に

約
ｌ

ｏ
７
考
の
腫
瘍
が
見
つ
か

り

、
病
理
検

査

で
が
ん
と
確

定
、
手
術
で
全
部
摘
出
し
た
。

後
で
自
分
の
乳
房
が

「不
均

一

高
濃
度
」
と
知

っ
た
。

乳
房
内
は
母
乳
を
作
る
乳
腺

が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
乳
腺
密
度

が
高
い
順
に
、

均

一
高
濃
度
」

霞 昌
在 ¬L不

マンモグラフィー画像で見た乳腺の状態

月罰か性  乳腺散在 不均一高濃度

主rJ検査機器の特性
中村清吾さん、戸崎光宏さんへの取材を元に作製

「脂
肪
性
」
の
４
段
階
に
分
類

さ
れ
る
＝
写
真
。

「高
濃
度
」

と

「不
均

一
高
濃
度
」
は
日
本

人
の
約
５
～
８
割
と
さ
れ
る
。

マ
ン
モ
で
は
や
わ
ら
か
い
脂

肪
は
黒
く
、
か
た
い
乳
腺
は
自

く
写
る
。
腫
瘍
の
し
こ
り
も
自

く
写
る
た
め
、
中
村
清
吾

・
昭

和
大
教
授

（
乳
腺
外
科

）
は

「乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
ほ
ど

画
像
が
自
く
見
え
、
乳
腺
の
自

い
か
げ
に
隠
れ
て
が
ん
を
見
つ

・
一
二一摯一物

け
に
く
い
」
と
話
す
。

そ
こ
で
検
診
の
新
た
な
選
択

肢
と
し
て
、
マ
ン
モ
と
エ
コ
ー

の
併
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

エ
コ
ー
で
は
腫
瘍
が
黒
く
、
乳

腺
が
自
く
写
る
。
４０
代
の
日
本

女
性
７
万
６
千
人
が
対
象
の
大

規
模
調
査
で
、
両
方
を
併
用
し

た
場
合
、
マ
ン
モ
だ
け
よ
り
乳

が
ん
発
見
率
が
１

・
５
倍
に
な

っ
た
。
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
大
内

憲
明

・
東
北
大
教
授

（乳
腺

・

内
分
泌
外
科
）
は

「併
用
で
エ

コ
ー
が

マ
ン
モ
の
弱
点
を
補
う

可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
死

亡
率
を
減
ら
せ
る
か
ど
う
か
の

検
証
は
こ
れ
か
ら
」
と
話
す
。

が
ん
が
見
つ
か

っ
て
も
結
果

的
に
沿
療
が
不
要
だ

っ
た
り
、

精
密
検
査
で
が
ん
で
な
い
と
わ

か

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
国
は
エ
コ
ー
を

推
奨
し
て
お
ら
ず
、　
一
部
自
治

体
を
除
き
、
希
望
者
は
基
本
的

に
全
額
自
己
負
担
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
乳
が
ん
画
像

診
断
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長

で
、
相
良
病
院
ブ
レ
ス
ト
セ
ン

タ
ー

（鹿
児
島
市
）
の
戸
崎
光

宏

・
放
射
線
科
部
長
は

「
マ
ン

モ
を
ま
ず
受
け
、
自
分
の
乳
腺

密
度
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
大

事
。
次
に
エ
コ
ー
を
受
け
る
か

判
断
の
元
に
な
る
」
と
話
す
。

日
本
乳
癌
検
診
学
会
な
ど
の
作

業
部
会
が
、
高
濃
度
乳
房

へ
の

検
診
方
法
に
関
す
る
提
言
を
ま

と
め
て
い
る
最
中
だ
。

マ
ン
モ
や
エ
コ
ー
以
外
の
検

査
も
あ
る
。
画
像
精
度
の
高
い

Ｍ
Ｒ
工

（
核
磁
気
共
鳴
画
像

法
）
は

「主
に
遺
伝
性
乳
が
ん

の
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
向
い
て

い
る
」

（戸
崎

‘
さ
ん
）
。
乳
房

専
用
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

（
陽
電
子
放
射

断
層
撮
影
法
）
も
開
発
さ
れ
、

が
ん
を
区
別
し
や
す
く

な

っ

た
。

「
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス

（
３

Ｄ
撮
影
）
」
が
で
き
る
マ
ン
モ

は
、
乳
腺
の
状
態
を
よ
り
明
瞭

に
診
断
で
き
る
。
た
だ
こ
れ
ら

の
機
器
が
あ
る
検
査
機
関
は
限

ら
れ
、
検
診
目
的
の
費
用
は
全

額
自
己
負
担
に
な
る
。

高濃度平L房だと異常を見つけにくい

早期がんの石灰化を見つけやすい

微量の放射線被曝

乳房が強くはさまれるので痛い

高濃度乳房でも小さなしこりを見つけやすい

何度も検査できる

良性のしこりも見つけてしまう

超音波
(エ コ‐)
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微量の放射線被曝

高濃度

判
別
困
難
↓
通
知
「異
常
な
し
」

「高
濃
度
乳
房
で
が
ん
の
有

無
の
判
別
が
難
し
か

っ
た
場
合

も
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」

昨
年
１０
月
、
全
国
の
３２
の
乳

が
ん
患
者
団
体
が
厚
生
労
働
省

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

乳
が
ん
検
診
で
、
国
は
４０
歳

以
上
の
女
性
に
２
年
に
１
度
の

マ
ン
モ
検
診

を
す
す
め

て
い

る
。
結
果
は

「異
常
な
し
」
か

「要
精
密
検
査
」
で
通
知
す
る

よ
う
求
め
て
お
り
、
多
く
の
自

治
体
が
高
濃
度
乳
房
で
が
ん
の

見
分
け
が

つ
き
に
く
か

っ
た
場

合
で
も

「異
常
な
し
」
と
通
知

し
て
い
る
と
い
う
。

独
自
の
取
り
組
み
を
す
る
自

治
体
も
出
て
き
た
。
埼
玉
県
所

沢
市
は
２
０
１
２
年
か
ら
集
団

検
診
で
乳
腺
密
度
が
特
に
高
い

人
に
そ
の
結
果
を
知
ら
せ
、
エ

コ
ー
検
査
を
す
す
め
て
い
る
。

厚
労
省
は
マ
ン
モ
検
診
の
課

題
や
自
治
体
の
取
り
組
み
を
認

識
し
つ
つ

「乳
腺
密
度
の
結
果

を
知
ら
せ
た
後
の
対
応
策
が
確

立
し
て
い
な
い
。
不
必
要
な
追

加
検
査
も
増
え
る
」
と
い
う
見

方
だ
。
今
後
、
専
門
家
検
討
会

で
議
論
す
る
。

（錦
光
山
雅
子
）


